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これまでの活動の振り返り

●全国581市町村（421市 138町 22村）が参加。

東京都（1） 日野市

神奈川県（18）
川崎市、横須賀市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、秦野市、
厚木市、大和市、綾瀬市、寒川町、中井町、大井町、松田町、
山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町

新潟県（30）

新潟市、長岡市、三条市、柏崎市、新発田市、小千谷市、
加茂市、十日町市、見附市、村上市、燕市、糸魚川市、
妙高市、五泉市、上越市、阿賀野市、佐渡市、魚沼市、
南魚沼市、胎内市、聖籠町、弥彦村、田上町、阿賀町、
出雲崎町、湯沢町、津南町、刈羽村、関川村、粟島浦村

富山県（7） 高岡市、魚津市、氷見市、砺波市、小矢部市、南砺市、
上市町

石川県（8） 金沢市、七尾市、小松市、輪島市、珠洲市、能美市、内灘町、
中能登町

福井県（8） 福井市、敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、越前市、坂井市、
永平寺町

山梨県（5） 富士吉田市、笛吹市、市川三郷町、富士川町、富士河口湖町

長野県（25）
長野市、上田市、岡谷市、飯田市、諏訪市、須坂市、小諸市、
伊那市、中野市、飯山市、佐久市、千曲市、東御市、
安曇野市、軽井沢町、立科町、下諏訪町、辰野町、南箕輪村、
中川村、白馬村、小布施町、山ノ内町、野沢温泉村、栄村

岐阜県（12） 岐阜市、大垣市、多治見市、関市、中津川市、羽島市、恵那市、
美濃加茂市、郡上市、揖斐川町、池田町、坂祝町

静岡県（22）
静岡市、浜松市、沼津市、熱海市、三島市、富士宮市、伊東市、
島田市、富士市、焼津市、掛川市、藤枝市、御殿場市、袋井市、
下田市、裾野市、湖西市、伊豆市、伊豆の国市、牧之原市、
函南町、小山町

北海道（30）

小樽市、旭川市、室蘭市、釧路市、網走市、苫小牧市、美唄市、
赤平市、名寄市、三笠市、深川市、登別市、恵庭市、石狩市、
江差町、奥尻町、ニセコ町、倶知安町、共和町、岩内町、
神恵内村、鷹栖町、東神楽町、剣淵町、下川町、白老町、
むかわ町、士幌町、鹿追町、池田町

青森県（6） 青森市、八戸市、むつ市、今別町、西目屋村、おいらせ町

岩手県（12） 盛岡市、宮古市、大船渡市、北上市、釜石市、二戸市、岩手町、
花巻市、山田町、田野畑村、野田村、一関市

宮城県（7） 塩竃市、気仙沼市、名取市、岩沼市、大崎市、亘理町、加美町

秋田県（9） 秋田市、男鹿市、湯沢市、鹿角市、由利本荘市、にかほ市、
上小阿仁村、大潟村、羽後町

山形県（8） 山形市、米沢市、鶴岡市、新庄市、長井市、東根市、南陽市、
舟形町

福島県（18）
福島市、会津若松市、郡山市、白河市、須賀川市、喜多方市、
相馬市、二本松市、田村市、南相馬市、伊達市、本宮市、
只見町、棚倉町、矢祭町、塙町、平田村、古殿町

茨城県（14）
水戸市、古河市、石岡市、龍ヶ崎市、常総市、牛久市、
つくば市、守谷市、那珂市、つくばみらい市、大洗町、
城里町、東海村、境町

栃木県（8） 宇都宮市、栃木市、佐野市、鹿沼市、日光市、那須塩原市、
那須烏山市、茂木町

群馬県（11） 前橋市、高崎市、沼田市、渋川市、富岡市、安中市、嬬恋村、
高山村、東吾妻町、片品村、みなかみ町

埼玉県（26）
さいたま市、川越市、熊谷市、川口市、秩父市、所沢市、
加須市、本庄市、春日部市、狭山市、深谷市、上尾市、越谷市、
蕨市、朝霞市、和光市、新座市、桶川市、八潮市、吉川市、
ふじみ野市、白岡市、伊奈町、越生町、横瀬町、美里町

千葉県（18）
千葉市、銚子市、市川市、館山市、木更津市、松戸市、野田市、
茂原市、市原市、八千代市、鴨川市、君津市、白井市、
南房総市、香取市、いすみ市、酒々井町、鋸南町

2.
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●全国581市町村（421市 138町 22村）が参加。

これまでの活動の振り返り

愛知県（35）

豊橋市、一宮市、半田市、春日井市、津島市、豊田市、
安城市、蒲郡市、犬山市、常滑市、江南市、小牧市、
稲沢市、東海市、大府市、知多市、知立市、尾張旭市、
高浜市、岩倉市、日進市、田原市、愛西市、北名古屋市、
弥富市、あま市、扶桑町、大治町、蟹江町、飛島村、
阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、武豊町

三重県（16）
四日市市、伊勢市、松阪市、桑名市、鈴鹿市、名張市、
亀山市、熊野市、いなべ市、志摩市、伊賀市、菰野町、
多気町、明和町、度会町、御浜町

滋賀県（7） 大津市、彦根市、湖南市、高島市、東近江市、米原市、
草津市

京都府（6） 京都市、舞鶴市、亀岡市、八幡市、京丹後市、木津川市

大阪府（36）

大阪市、岸和田市、豊中市、池田市、泉大津市、高槻市、
貝塚市、守口市、枚方市、茨木市、八尾市、泉佐野市、
富田林市、河内長野市、松原市、大東市、和泉市、箕面市、
柏原市、羽曳野市、門真市、摂津市、高石市、東大阪市、
泉南市、四條畷市、交野市、阪南市、島本町、能勢町、
忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、河南町、千早赤阪村

兵庫県（26）

神戸市、姫路市、洲本市、芦屋市、伊丹市、相生市、
豊岡市、赤穂市、西脇市、宝塚市、三木市、高砂市、
川西市、三田市、加西市、丹波篠山市、養父市、
南あわじ市、朝来市、淡路市、宍粟市、加東市、神河町、
上郡町、新温泉町、香美町

奈良県（13）
奈良市、大和郡山市、天理市、葛城市、平群町、斑鳩町、
安堵町、三宅町、田原本町、上牧町、王寺町、広陵町、
河合町

和歌山県（12）
和歌山市、海南市、橋本市、有田市、御坊市、田辺市、
紀の川市、かつらぎ町、高野町、有田川町、白浜町、
上富田町

鳥取県（5） 鳥取市、米子市、倉吉市、境港市、湯梨浜町

島根県（7） 出雲市、益田市、大田市、安来市、奥出雲町、飯南町、
邑南町

岡山県（9） 岡山市、笠岡市、高梁市、備前市、瀬戸内市、真庭市、
美作市、美咲町、吉備中央町

広島県（6） 呉市、尾道市、福山市、三次市、安芸高田市、熊野町

山口県（8） 下関市、宇部市、山口市、萩市、防府市、長門市、
美祢市、山陽小野田市

徳島県（4） 徳島市、美馬市、海陽町、上板町

香川県（8） 高松市、坂出市、観音寺市、東かがわ市、小豆島町、
三木町、多度津町、丸亀市

愛媛県（3） 松山市、今治市、宇和島市

高知県（9） 高知市、南国市、須崎市、宿毛市、土佐清水市、四万十市、
香南市、仁淀川町、黒潮町

福岡県（11） 北九州市、田川市、柳川市、八女市、大川市、うきは市、
朝倉市、志免町、小竹町、みやこ町、築上町

佐賀県（8） 多久市、伊万里市、小城市、嬉野市、神埼市、基山町、
有田町、白石町

長崎県（6） 長崎市、島原市、諫早市、平戸市、松浦市、五島市

熊本県（11） 熊本市、荒尾市、水俣市、玉名市、山鹿市、菊池市、
上天草市、阿蘇市、天草市、合志市、高森町

大分県（6） 大分市、別府市、中津市、日田市、佐伯市、竹田市

宮崎県（10） 宮崎市、都城市、えびの市、延岡市、日南市、小林市、
日向市、串間市、西都市、高鍋町

鹿児島県（11）
鹿児島市、鹿屋市、薩摩川内市、日置市、霧島市、
いちき串木野市、志布志市、奄美市、南九州市、
湧水町、南大隅町

沖縄県（5） 石垣市、沖縄市、豊見城市、宮古島市、西原町

2.



「旅するマーケット」

●日本全国の魅力あるコンテンツを国内外に発信するため、東京虎ノ門の新虎通りを中心に、地方
食材を生かした創作料理等を提供する『食』事業、対話・交流によって魅力を訴求する『体験』
事業、『マルシェ』事業を柱として展開。

●広告換算額約12億6千万円の成果（民間企業調べ）。地方への観光誘発や地域活性化に貢献。

＜ポップアップ型PR施策＞
新虎マルシェ
都市型八百屋が地域の産品を仕入から販売、PR、フィードバック
まで実施する代行型農産物マルシェ。
旅するいっぴんいち
日本中の『逸品（一品）』とキーパーソンを集めるマルシェ。
出展者（地域側）と参加者が直接コミュニケーションをとり、
地域と都市、地域と人を繋げる。
アークヒルズマルシェ
「つくり手に会えるマルシェ」をコンセプトに、2009年から続く
ファーマーズマルシェへの出展。
テックショップ
金属・溶接・木工・電気・裁縫等の様々な工作設備を利用した
モノ創りワークショップの開催、新しいワークショップの開発。
虎ノ門ヒルズカフェ
食に関連するワークショップの開催やオリジナル料理の開発・提供。
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＜旅するスタンド＞
新虎通り歩道上の施設で、 3か月ごとにテーマと

出展地域を入れ替えながら、地域の魅力をPR。

・地域食材でメニュー開発、提供、名産品展示
・現地取材を取り込んだ地域ごとのWEBページ作成
・WEBメディア掲載、施設でイベント開催 等

広告効果
メディア露出数 715媒体

テレビ 29／新聞 119／
ラジオ 17／雑誌 36／
フリーペーパー 30／WEB 484

広告換算額（参考値）
約12億6千万円

2. これまでの活動の振り返り
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「ツーリズムEXPOジャパン」

 「地域活性化ネットワーキングフォーラム～どこにでも観光需要はある！～」と題して2018
年に東京ビッグサイトで、2019年にインテックス大阪で開催。東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会の開催をチャンスと捉え、地域の活性化に向けた具体的な取組を共有す
る場として実施。

＜2020年に向けて各地の特色を活かした事例を紹介＞
以下、登壇者コメント

冒頭で同連合副会長の阪口氏は、「東京オリンピック・
パラリンピック、その後の2025年大阪・関西万博開催を
チャンスと捉え、日本各地に存在する地域資源の魅力を発
信し、地域の活性化に繋げていくことが重要」と、熱意を
語った。その後、4市町の担当者が各地で行っている地域
活性化の取組について説明。みなかみ町の林氏は町を代表
する絶景スポットの谷川岳をブランドシンボルにする事例
を語り 、舞鶴市の山下氏は 、SDGsの考え方に沿いつつ
MICEや教育旅行の誘致活動について紹介した。朝来市の
足立氏は、ロケ地として注目を集めている竹田城跡の保存
と観光活用について、インフラや管理体制の整備等の課題
やその取組事例を交えて紹介した。上板町の瀬部氏は、古
民家再生や 藍の振興、観光産業の拠点づくり等について
、熱中小学校の課外活動を活用したワークショップやマル
シェ等の視点を変えた取組を紹介した。
（ツーリズムEXPOジャパン2019開催レポートより）

「ツーリズムEXPOジャパン2019」登壇の様子 ©ツーリズムEXPOジャパン

「ツーリズムEXPOジャパン2018」では、高野町（和歌山県）、呉市（広島県）、
南砺市（富山県）、柳川市（福岡市）、湯河原町（神奈川県）、舞鶴市（京都府）、
蒲郡市（愛知県）が出展して観光資源をPRした。
©ツーリズムEXPOジャパン

2. これまでの活動の振り返り
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「2020攻略セミナー」

 様々な地域課題を持つ会員市町村に対して、有識者のノウハウを提供し、2020年に向けて
地域が取り組むべきことを学ぶセミナーを全国各地で開催。テーマは「インバウンド対策」

「ホストタウン」「オリパラでの食材提供」等

 セミナー終了後、希望自治体に対して、ホストタウンについて内閣官房東京オリンピック・
パラリンピック推進本部事務局との個別相談を実施。

＜参加者からのコメント＞
参加者からは、最新のインバウンドの
動向やニーズ、それらを活かした成功事例
等が参考になったという声が挙がった。

↖
←セミナー及び個別相談の実施風景

2. これまでの活動の振り返り
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「ものづくり・匠の技の祭典」

 東京都が都内の団体や全国各地と連携し2016年から開催。ものづくり産業を持続的に発展
させていくため、伝統と革新をテーマに、日本を支えてきた伝統的な匠の技と最先端のも
のづくり技術の魅力を発信。東京都と連携し、会員から出展者を募集。

東京国際フォーラムでの実施風景
職人が思い思いに技術を披露した（2016、2017の様子）

2. これまでの活動の振り返り
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「インバウンド・ジャパン／グローバルビジネスWEEK」

 日経BPが主催する展示会に、本連合から出展。地域ブランディング等をテーマに、識者から
学べる公開ワークショップや来場者向けのPRブースへの出展を実施。

三条市（新潟県）、高野町（和歌山県）、上板町（徳島県）、伊勢市（三重県）、
弥彦村（新潟県）、栃木市（栃木県）、菰野町（三重県）が参加し、地域の魅力をPRした。

インバウンド・ジャパン2017 クロストーク、公開ワークショップの様子

グローバルビジネスWEEK 2018

2. これまでの活動の振り返り
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「ANOC総会」

 国際スポーツ界における日本のプレゼンス向上、発信力の強化を図るとともに、グローバ
ルな人的交流を促進、ネットワーク構築を目指し、世界206の国・地域のオリンピック委
員会(NOC)や国際競技団体の関係者等 約1,400人が参加した「第23回ANOC総会」におけ
る誘致説明ブースに本連合から出展。

 4市町が、それぞれの地域が持つ観光資源、合宿施設などをPRし、ホストタウン登録やオ
リパラ事前合宿の誘致等を実施。

ANOC総会 PRブースでの発信、多文化交流の様子
長井市（山形県）、みなかみ町（群馬県）、三島市（静岡県）、沖縄市（沖縄県）が参加し、地域の魅力をPRした。

※ANOC= Association of National Olympic Committees(国内オリンピック委員会連合)

2. これまでの活動の振り返り













正式名称（日本語）

「2025年日本国際博覧会とともに、地域の未来社会を創造する首長連合」

正式名称（英語）

「Mayoral Alliance for EXPO2025 OSAKA,KANSAI,JAPAN」

5. 新組織の名称

＜名称に込めた意味＞
・繋がり（地域と地域、地域と企業、地域と都市、プロ世代と若手世代）

－連携、共有、協力、協働(共同)、仲間…
・創発、活性、更新
・共創、再発見、共発展
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 ミッションとビジョンを踏まえた名称は以下の通り。



設立へのメッセージ

萩生田 光一 経済産業大臣

今回のテーマは「いのち輝く未来社会のデザイ
ン」。今回の万博では、世界に誇る我が国の最新技
術を結集させ、これらを地方の社会課題に合わせた
形で実装させることによる課題解決を通じて、本日
御出席いただいている全ての自治体の皆様を含めた、
日本全国津々浦々の「未来社会」の実現に繋げてい
きたいと考えています。

未来社会の実現は、国だけで成し遂げることはで
きません。貴連合の前身である、オリパラ首長連合
が、東京大会を契機として、日本の魅力を世界に発
信したのと同様に、大阪・関西万博を契機として、
貴連合に加盟する自治体の皆様が連携して、万博で
掲げるテーマの実現に向けて取り組んでいただくこ
とや、最新技術の地域への実装に取り組んでいただ
くことにより、今回の万博のテーマが初めて実現す
るのだと私は考えております。
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設立へのメッセージ

若宮 健嗣 国際博覧会担当大臣

22

意欲ある全国の首長の皆様が、2025年の万博に向
けて、企業など様々な関係者を巻き込みながら、地
域と日本全体の発展を目指して取り組まれることは、
まさに、万博に向けた国民的機運の醸成を図ること
と軌を一にするものであります。皆様の今後の活動
に大いに期待したいと思います。

2025年の大阪・関西万博を、ぜひ、次なる飛躍に
向けた「絶好の機会」と捉えていただき、地域の活
性化に向けた新たな取組みにチャレンジしていただ
きたいと思います。

私自身、まち・ひと・しごと創生担当大臣でもあ
り、皆様の創意工夫を活かしたさまざまな取組を、
支援して参りたいと思います。



設立へのメッセージ

吉村 洋文 大阪府知事

23

オリパラ後のビッグイベントである万博に対
し、開催準備・運営に伴うビジネスチャンス、
それから万博に来られる多くのインバウンドの
来場者の皆さんを全国各地へ回遊していただく
ということに対する期待もますます高まってく
ると思います。

これらの期待を実現して行く上で、首長連合
が持つ全国自治体や民間企業とのネットワーク
と情報発信の取組については非常に重要だと
思っています。

万博をコロナ後の日本全国の成長の起爆剤に
変えていくためにも、地方自治体として、皆様
の今後の活動としっかりと連携をして参りたい
と思います。

これからも地元自治体として、万博の成功に
向けてしっかりと取り組んで行きます。



設立へのメッセージ

松井 一郎 大阪市長

24

これまで首長連合では、東京オリンピック・パラリ
ンピックを契機に、全国各地の魅力発信などに取組ん
で来られました。

ご存知の通り、万博は国家プロジェクトであり、万
博を成功させるためにはオール・ジャパンの体制でと
りくむことが必要であり、全国の皆さんのご協力・ご
参加が不可欠です。

首長連合が持つネットワーク等の強みを生かして、
世界に向けた地域文化の発信や地域未来づくりを推進
しながら、万博開催の機運を大いに盛り上げていただ
きたいと思います。

私たちと一緒に大阪・関西万博を成功させましょう！



2025年に向けた取組（Road to 2025）
～万博レガシーの構築に向けて～

25提供：２０２５年日本国際博覧会協会





























連携・パートナー企業等
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